
陳述文。)における“来着"について

金谷 }I原子

O. 

“来着日は、「かつてある事柄・状況が起こったことを表すJなどといわれる

が、その意味や用法について詳しい説明がなされてきたかというといささか疑

問である。筆者自身、これまでどのような場面で“来着"を用いることができ

るのか分からず、中国人との会話中において“来着付を使用した経験はまずな

い。小稿では、これまで了口語によく見られるよほと方の方言Jなどの理由か

らかあまり詳しく触れられることのなかった“来着"について、考察の対象を

陳述文中の“来着"に限定し、その使用条件や意味・ニュアンス等についての

検討を行うものである。(2)

1. 

“来着"について、《現代双活八百潟}(3)には、

用在勾末，表示曽径2芝生辻什弘事情。用子口活(北京活口活)0(文末に用い

られ、かつてある事柄が発生したことを表す。口語で用いられる〈北京口語)0)

とある。(4) 以下、例(1)は《実用》から、例(2)は《八百潟》からの用例である。(5)

な) 上午小王技伝来着，徐去嚇JL了?

〈午前中王くんがきみを訪ねてきたよ、きみはどこに行っていたの?)

(2) 他附オ述在迭JL来着，宏、弘一特限不見了。

(彼はさっきまでここにいたのに、あ今という間にいなくなってしまっ

7こ0)

次に、“来着"について日本の工具書では、〈近い〉過去における事件の発生

を表す、すで、に過ぎ去った持点の出来事を回想する、などとな勺ている。(6) こ

こでは回想を表すと思われる例を 1つ挙げておく。

(め 以前途里有学校来着。σ)

(以前ここに学校があったっけ。〉

H来着"が回想を表すという記述は中国の工具蓄には見られないものであった。
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小稿では、“来着"が回想を表すという説について詳しい検討は行わないが、

例えば杉村 (1994)p. 241には、「疑問文に使うと近い過去における事件の回

想を促す」という記述があり、

他汲什弘来着? (彼はどう言っていたかな〉

t住友古来着? (誰が発言していた〉

といった例が挙がっている O 疑問文中における“来着"の意味を指摘している点

で他のものと異なりをみせていた。相原・孟 (1990)p. 199にも疑問文に“来

着"が用いられている例があり、「うっかりど忘れした持Jと説明している O

始叫什弘名字来着? (彼女は何という名前だっけ?)

屯影九点好演来着? (映画は何時にはじまるんだっけ?)

以上が“来着"についての先行研究を簡単にまとめたものであるが、これだ

けではどのような場合に“来着"を用いることができるのか分かりづらいとい

える O

2. 

“来着"を用いた文では、一般に、例(1)の“上午"のような、時間を表す語

を伴う。例(2)や(3)の"t<JU:::j-"“以前日といった、明らかに過去の時間を表す語

であることも多い。しかし、“来着"を用いた文で、時間を表す語を伴わない

例も、多くはないが存在する。そこで、“来着"の基本義を考える上で、文中

に特定の時間を表す語を伴わない例をみていこう。

(4) 李秀:(事K住父来的手)1札怒手上倍、弘尽是面痘溶明?

李振民:(若若手，笑了〉在食堂塁倣持面来着。-…・・(8)

(李秀(娘): (父親の手をつかんで〉あら‘父さんの手、どうして粉のか

たまりだらけなの?

李振民(父): (自分の手を見て笑い〉食堂でうどんを打っていたんだ。

例(4)は話彦ljの台本からの引用であるO 工場長である父親が、工場で残業して

いる従業員に自らうどんを作って帰宅するoiうどんを打つj という出来事は

2人の会話時より以前に発生しているが(弐 父親の手にはまだ粉がついたまま

という客観的事実から克ても、それが過去とはいっても発話時からみて比較的

近い時点だということが推測できる。

“来着"はさらに、出来事が発話時と限りなく近い過去において発生してい
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たことを表すことがある O

(5) A:倣在1亡什弘泥?

B:没什ふ学三3法活来着，イ部有什弘事喝?

(A :きみ、忙しい?

B:べつに、フランス語の勉強をしていたんだけど、何か用?)

この会話中、 Aはその限前においてBがなにかを忙しそうにやっているのは

確認済みで、 Bにたずねている。つまり、 Bが、 Aに声をかけられる直前まで

なにかをしていたことは、傍観者的立場にあるAによって証明づけられること

になる。そして、まさにBが“学三3法活来着"と言ったその持点で、「フラン

ス諾を勉強するJという事は過去の出来事として捉えられているのであるO

ところが、

(6) 他遊来吋，我坐在沙没上着将来着。没和他打招呼o ).さ是十多年前的事情了。

〈彼が入ってきた時、私はソファーに座り本を読んで、いたわ。あいさつは

交わさなかったO 十数年前のことよ。〉

例(6)では、母親が自分の子供に、父親との出会いを話して関かせるような場面

を想像していただきたL、のだが、例(司、(的のように、出来事が発話時からみて、

近い過去において発生したとは言い難いだろう。

しかし、イ Yブォーマントによると、例(6)で“来着"を用いるのは、この事

柄が十数年前のこととはいえ、話し手にとっては、鮮明な記穏としてつい最近

の事のように思い出せるからであるという。

“来着"はまた、以下のような文章で使われることもある。

(り A:都去年都千什弘了?

B:没イ十九学三3法活来着，可只有一年学得不好。

(A:きみ、去年はなにをしていたの?

B:べつに、フランス語の勉強をしていたんだけど、たった一年ではう

まく学べなかった。〉

例(竹で、 Bは「去年Jの出来事について答えているのであるが、“来着"を用

いるのは、話し手であるBが、去年大部分の時間をフラ γス語の勉強にあてた

という、「出来事の継続時間」を重視しているというような気持ちからではな

いか、というインフォーマントの指摘であった。

また、

($) A:小李，昨天佑t方什弘没来? 咋天有考i式，伝也知道R巴?

B:我1z焼来着，所以不能来。
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(A :李君、昨日はなぜ、来なかったの? 試験があったのよ、あなたも知

っていたで、しょう?

B:僕は熱を出したんだ、だから来られなかったんだ。〉

例(8)では、“来着"によって、「僕が昨日熱を出したのは、まぎれもない事実な

のだJという、話し手の、「出来事の発生Jを重視する気持ちが表わされると

いう。

以上の用例から、まず“来着"が、時間を表す語を伴わずとも、出来事:を過

去において発生したものとして捉える働きを持つことを確認できた。そして、

“来着"を用いた文は、前後に文脈を補う、会話の中に入れるなどの形をとり

ながら、一般には、発話時に比較的近い時点の過去において、出来事が発生し

たことを示すのに用いられる O しかし、発話時からみて遠い過去の出来事であ

っても、その出来事が話し手にとって、発話時に近づけて捉えられるような場

合〈近過去化〉や、話し手が、過去における出来事の発生や、継続した時間を

重視する場合にも、“来着"を用いることがある。

“来着"の基本的な意味・用法について述べたが、以下では、“来着"と共起

し得る動詞帥と、その際の使用条件や表される意味について具体的にみていく

ことにする。

3. 

動詞に“有，在，走"を用いた場合をみてみよう。

伶) 迭JL有↑屯視塔来着。

M) ??我家有摩托卒来着。M

ω 我約学校在京京来着。

鈎 ??他是令好丈夫来着。

“来着"を用いた文は、前後に文脈を補う、会話の中に入れるなどの形をと

ることは既に述べたが、これは、“来着"を用いた文が談話を指向する現れだ

といえる。従って、本来ならば例(9)から~.はこのままでは成立し難い。しかし、

インフォーマ γ トによれば(9)、ωの例は、前後の文脈等を伴わずに成立でき、

それは、以下の例文中において、後続文で述べているような事が含意される場

合であるという。

(9)'送JL有↑屯祝塔来着，現在没有了。

くここにはテレピ塔があったが、いまはなくなってしまった。〉
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ωf我{fJ学校在京京来着，現在不在京京。

〈私たちの学校は東京にあったが、いまは東京にはない。〉

(9)'、ω/の文では、建物が過去においである一定の時間存在し続け、それが発

話時には存在しない、つまり、状況が以前とは異なっていることを表している O

(9)、紛の例はこうした含みを持つずために、単独で成立しやすいといえる。特

また、 (9)、。の例は、発話時からみて遠い過去の出来事を表しやすい、との

イYフォーマントの指摘がある。先に、“来着"は発話時から近い過去におけ

る出来事の発生を表すと述べたが、テレピ塔や学校の存在の有無が近い過去に

おいて発生することはあまりあり得ないとしづ常識が働くのであろう。

(9)"小吋侯迄)L有↑屯視塔来着。

ω!f 凡年以前我初学校在家京来着。

例(9)ぺω"中のような“小肘侯刀や“九年以前"といった、発話時からみて

遠い過去の時点を表す語が用いられることはある O

さて、過去に発生した出来事:を発話する時には、少なからず発話時の状況を

も合意させているものであり、それは一般的な動詞や心理活動動詞を用いた場

合にも共通するといえるO 例えば~~も、発話時とのなんらかの関連性を含むと

いう点で、以下のような後続文を続けることも可能だといえる。

~~ 以前他恨他省釜来着， {現在却和他住在一起照)頭他)。紳

〈以前彼は父親を憎んで、いたが、今は父親と一緒に住んで、彼の面倒をみ

ている。〉

ただその際には一般に、“来着"を用いた文中には時間を表す語が現れる。例

~~では“以前"がそれにあたるO しかし、発話持との関連性を含むとはいって

も、

~~' ??以前他恨他を釜来着，現在也恨。

(以前彼は父親を憎んでいたが、今も憎んでいる。〉

とは言い難い。“来着"はあくまでも出来事を過去のものとして捉えるため、

発話時の状況は、以前とは変化したものになっているという含みを持つ。例紛

のように“来着"を用いた文中に時間を表す語が現れなければ、“来着"が、

発話時に比較的近い持点の過去における出来事の発生を示すのは先にも述，べた

とおりで、ある。

制 A:折滋徐喜次成宏，我有些他的照片，姶街。

B:我喜攻成え来着， {可現在喜次5長国架)。

(A:あなたジャッキー・チェンが好きなんで、すってね。私は彼の写真を
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何枚か持っているからあげるわO

B:ジャッキー・チェ γは好きだったけど、いまはレスリー・チャンが

好きなの。〉

先ほど、 M)、ゅの例も単独では成立しづらいと述べたが、実は前後に文脈を

補なう等の場合、多くは時間を表す語を伴いv 発話時の状況が以前とは異なる

という含みを持つ文になりやすい。

M)'去年我家有摩托卒来着p 可今年5月被倫了。

〈去年うちにはオートバイがあったのだが、今年の 5月に盗まれてしまっ

7こ。〉

~I 間関結婚的吋候，他是今好丈夫来着，可現在不好了。

〈結婚したばかりの項、彼はし、し、夫だったのに、いまはし、ぃ夫ではなくな

ってしまった。〉

4. 

次に、“来着"が助動詩文で用いられる場合をみていく。ここでは説明の使

のため主に“会"“可以"を用いる O

紛 ??他会滋日清来着。

M) ??述JL可以吸焔来着。

ゆ、 M)の例は成立し難い0

~7) 以前他会説日活来着。

~8) 以前述JL可以扱燭来着。

時間を表す語を含む初、~8)は成立するが、過去における主体の状態を表してお

り、発話時との関連性も暗示するため、一般には、以下のような文が続くのは

上で説明した通りである。

~7)' 以前他会滋日活来着，現在不会滋了。

(以前彼は日本語を話せたが、いまは話せなくなってしまった。〉

~)'以前途JL可以吸燭来着，現在不行了。

〈以前ここでは、タパコを吸うことがで、きたがし、まはだめである。〉

次に、納、紛を晃ていただくとわかるように、綿、制の文に“氾得"“党得吋争

を介入させることで成立可能となる。伺

M) 我i己得他会現日i吾来着。

〈私は、彼が日本語を話せると記穏していたのだ。〉

側我覚得迭JL可以吸燭来着。
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く私は、ここではタバコを吸うことができると思っていたのだ。〉

“来着目 t士、ある出来事が発話時以前に発生したことを示すという点では動

態iめであると言えよう。ところが助動詞が表わすのは、能力・許可・可能性な

ど、どちらかといえば静態的なものである O 動態を示す“来着"と静態を意味

する助動詞とでは相入れず、そこで“沼得"等を介入させ、“来着"の意味上

の焦点を助動詞からそらせることで、共起を可能にするのではなし、かと思われ

る。例えば~9)で説明すると、

紛 [我混箆〔飽会滋日活JJ来着。

“来着日は、助動詞文を含む“i己得"にかかるということを示すのだが、「私が、

彼が日本語を話すことができる、と記憶するJ事が、過去のある時点で発生し

ていたことを表している。

さらに、前後の文脈によっては、

ωf我i己得他会滋司法来着，可不知道方什弘現在他不会滋了。

〈私は、彼が日本語を話せると記憶していたが、なぜだかわからないがい

まは話せなくなってしまった。〉

とし、う、以前と発話時との状況の変化を意味することや、

M)"我氾得他会滋自活来着，原来他不会滋野。

〈私は、彼が日本語を話せると記j憶していたが、もともと彼は日本語を話

せなかったんだ。〉

といった、記i意違いを表すこともある。紳

例えば、制の“党得"を“以7Jη に換えると、

制我以方逮JL可以扱煩来着，原来不能軒。

と記憶違いの意味を表すのみであるし、以下のように“滋"を用いると、

勧学求按告，我滋題意去来着，可現在不懇意、了。

以前と発話時との状況の異なりを意味するのみである O これは、“i己得"“以

方"“説"それぞれの語棄の持つ意味に関わるものであるかと思うが、ここで

は例を挙げるにとどめる。

5. 

“来着"は、ある出来事が発話時以前に確かに発生したことを示し、 h その出

来事は発生から終了まである一定のE寺間持続するものであるため、一般には、

瞬間動詞(生，死，結婚，寓婚…〉と呼ばれる、持続が不可能な動作を表す動

詞とは共起し得ないと考えられる。伺
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制*勉1975年生来着。紳

ω*他ね在美盟結婚来着。

過去に動作が発生済みであることが明らかな行為について、動作以外の事柄

を際だたせるには、“是…的"文を用いれば十分成立するのであって、側、~

のような“是…的刀、“来着"を共に用いた文は成立しなし、。紳

紛勉是1975年生I~o

(彼女は1975年生まれだ。〉

綿他幻是在美霞詩的婚。

〈彼らはアメリカで結婚した。〉

紛*姑是1975年生約来着。

総*他{!'J是在美国結的婚来着。

ところが、納、紛の例も、“i己得"等を加えれば成立させることができる O

勝我i己得姑是1975年生的来着。

〈私は、彼女は1975年生まれだと記癒していたのだ。〉

~~ 我氾得他れ是在美国治的婚来着。

〈私は彼らはアメリカで結婚したと記憶していたのだ。〉

さきに4.の助動詞文のところで、“i己得"等を介入さぜ、“来着"の意味上の焦

点を助動詞からそらせることで、共起を可能にすると述べたが、ここでも、

“沼得"を用いることで、“来着目の焦点が直接は瞬間動詞に向けられないため

に共起が可能になるのだと考えられる O 例えば、紛では、“来着"は“是…的

，文を含む“i己得η にかかって、

縛 [我迄宣(勉是1975年生的JJ来着。

「私は、彼女が 1975年生まれだと記壊するjことが過去に発生していたこと

を表わしているO そして、その記憶していた事(“是…的"内の時間・場所・ 4

対象など〉と発話時の状況とに異なりが生じたことを表すこともできる O たと

えば、

紛f 我沼得姑是1975年生約来着，其実地是1978年生的。

〈私は、彼女は1975年生まれだと記憶していたのだが、実は1978年生まれ

だ。〉

というようにであるo ~o) も、

~~I 我i己得他{I]是在美国銭的婚来着，其実在北京。

(私は彼らはアメリカで結婚したと認権していたのだがi実は北京でだっ

7こ。〉
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と言うことができる。

6. 

“来着"v士、“本来月“原来日“迩"等と共起することが多い。ここではその理

由等について少し触れておきたし、。帥

“本"“本来日 t土、「もとは~、以前は"'-'Jとしづ意味を、“原来"にも、同じ

ように「以前には~、当初は"-'Jを表す場合がある。出来事が過去において発

生したことを示す“来着"が、以前はどうであったかを表す“本来日“原来月

などと共起しやすいのもうなずける。また、“原来"は「いまはもうそうでは

ないJ ことも合意するという o~J) このことからも、“来着"の持つ、発話時との

関連性と合致し、共起しやすくなるのだろう。

締妨妨:像什弘吋{英子f始倣{乍2!r， Iを快{故!

該子:我本想若返↑市自后就ヲ子始来着，的t迭弘滋我更不想倣了。

〈母親:おまえはいつ宿題を始めるの? 早くやりなさし、。

子供:この番組を見終わったら始めようと患っていたのに、そう言われ

ると余計やりたくなくなった。〉

倒我原来一天!鴻三杯功n噌来着。

(私はもとは一日に三杯コーヒ{を飲んでいた。〉

“述η は、予想と結果とが異なる場合に用いられ、意外の語気を表わすこと

がある。斡“来着目は発話時との関連性を含む。発話時以前と発話時とで、状況

の変化が大きい場合は十分考えられ、そこで意外さを表す“迩n を用いること

が可能になるのであろう。

締 昨天地述考我的衣服好若来着， f匡弘今天就銀伝説我的衣服ヌ住看泥?

7. 

〈昨日彼女は私の服がいし、とほめてくれたのに、どうして今日あなたに、

私の服がよくないと言うの?)

以上、陳述文に用いられる“来着"について、その基本となる意味や、動詞

との共起等について検討を行った。

“来着"を用いた文は、過去の時開を表す語を伴うことが多いが、それによ

り、発話時との関連性をも合わせもつことを意味し、少なからず以前と発話時

とに状況の変化が生じたことを推測させる。従って、一般には単独で、は成立せ

ず、前後に文脈を伴う、会話文の中に入れるなどする必要がある。“来着"は、
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出来事が発話時から比較的近い過去において発生したことを示すが、遠い過去

の出来事であっても、話し手にとって発話時に近づけて捉えられる場合であれ

ば、“来着"を用いることがあるO さらには、話し手が、発生した出来事やそ

の継続時間を重視するような環境においても用いられるO

〈注〉

。)陳述文という言い方は《宍用現代双活活法}(以下《宗用》と略称)p. 234によるO

“来着目用予隊述匂末，表示不久以前友生了莱件事情。

また、“来着"は採述文の他に疑問文中においても用いられるが、紙憾の関係上今

沼は考察の対象を陳述文中に限定じた。

(2) 小稿での考察対象は、共時的という意味で・の現代中国語に限っているO

(3) {現代波活八百潟》は以下《八百涜》と略称。

(訪 中国人研究者の手になる他の代表的な工具書もおおむねこのような記述であった。

“来着"についての説明で、《実用》では、陳述文中・疑問文中で用いられる場合の

記述がある点、で比較的詳しいといえるO また、〈八百泊}p. 311，-....，でt士、日来着"と

“辻"とを比較し、日来着"の成立条件を述べている。その他、“来着"とアスペグト

助認との共起について触れている辞書等もあり興味深いが、今回の考察には加えない

ものとする。

主な工具書等については一括してく参考文献〉に掲載する。

(的用例は、書名を記したもの以外は作例であるが、すべてインフォーマントによるチ

エッグを受けた。

(6) 主には、相原他1996、輿水1985、杉村1994から引用。

(骨粗原茂・孟「学 1990W ニーハオ明朗~ p. 199 

(8) <中富現当代著名作家文庫雰叔間代表作》河南人民出版社 1989 p. 135 

(9) 以下、「発生Jを用いた場合、出来事が過去のある時点で発生し、一定の時間持続

Lて終了したということを意味する。

(10) 一般的な動認については、これまで、の用例中で、すで?こ扱っており、ここでは重複を

避けるため、それ以外の動詞との共起についてみていく。また、「一般的な動詞Jと

は、以下に挙げる動詞と区別する意味で舟いたもので、特に深い意味は含まれない。

ω ??マークのついている文は、インフォーマントによって、そのままでは成立し難い

と判断されたことを示す。以下同様。

⑫ 成立の条件としては、動詞“有、在日と自的語との意味関係を考える必要もあろう o

(13) 発話時の状況が以前と異なることを合意するのであり、「今は父親とー絡に控んで、

彼の面倒をみている」というのも、一つの例に過ぎない。

f }中の例は、他の場合も想定できることを示す。以下関様。

綿 その他“想"“以うち"などが用いられる場合もあるが、以下「“氾得日等jで統一す

るO

[ 10 J 



紛 この現象は助動詞の場合にr~艮ったことではなく、他の動詞の場合にも用いられるこ

とはある。 例えば、

我以方佑1審決喝功11時来着。

我党得勉有該子来着。

我ie得勉是北京大学的学生来着。

ただし、助動詞の場合と、以下で挙げる瞬間動認の場合に多くみられる現象だったた

め、ここで指摘した。

締前後の文脈によって意味にゆれが生じる、 w というインフォーマントの指摘によるO

紛宋1981に

“来着"只能与宇一次性功潟相結合，不能与一次性劫涜相結合。

とあり、 H一次性劫潟"の例として“生"“死付日参加〈革命)"“上〈大学)"等が挙が

っている0

u8) ホマークのついている文は、インフォーマントによって非文と判断されたことを示

す。以下向様。

U9) “是…的"と日来着"を共に用いた文でも疑問文にすると成立する。

他是イ十弘吋候死的来着?

地是嚇年生的来着?

疑問文中に現れる“来着"に関しては、稿を改めて論じたい。

純 日本来日“原来月“述"等についてはそれぞれ〈八百沼》を参照。

料《八百潟}p. 566による。

ゆ 原由起子.1987 rく還〉とその程度性JW日本語と中国語の対照研究』第12号

く参考文献〉

相原茂・石田知子・戸沼市子.1996 WWHY? にこたえるはじめての中富語文法書~ 1奇
学社

相原茂・孟「学. 1990 WNHK楽しい中国語ニーハオ明開』日本放送出版協会

輿水優.1985 If'中国語の語法の話』光生館

『岩波中思語辞典』岩波書庖 1963 

李i路定.1990 (現代双活劫潟》中国社会科学出版社

対月年・潜文授・故宅隼.1983 (実用現代双活活法》外活教学与研究出版社(相原茂監

訳.1988 If'現代中国語文法総覧』くろしお出版〉

呂叔湘主繍. 1980 (現代双活八百河》商多印有舘〈牛島徳次監訳.1992 11中国語用例辞

典』東方審居〉

太田辰夫.1947 r“来着"についてJ11中国語文論集語学篇元雑劇篇』汲古書院 (1995)

杉村博文.1994 11中国語文法教室』大修館書j苫

史有'73.1994く也滋 H来着"){双沼学三j}第 1期

宋玉柱.1981く美子吋向助河 H的"和“来着目>{中国活文》第4期

《現代双i吾常用産潟潟典》新江教育出版社 1992 
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ぐ現代双活潟典》修t了本 商会EPお錯 1996 

《現代双活口述潟典》迂守人民出版社 1991 

《現代双活虚河例秤》商売印有住 1982 

《現代決活正渓辞典》北京間if'を大学出版社 1993 

{i吾文潟典》北京教育出版社 1983 

く付記〉

小稿り執筆にあたり、イシフォーマントとして夏濁江さん・翼芳さん(共巳北京出

、身〉には快く、また根気強くご協力いただきました。この場をお借りして感謝の意を表

Lます。(筑波大学大学説〉
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